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書き込みデータ生成と
ECO エデ ィ タ

第 20 章 　 書き込みデータ生成と ECO エデ ィ タ

　 本章では Lattice Diamond フ ローの最後のプロセス 「Export Files」 に関し て、 デバイ スへの書き込みデータ  
（.bit や .jed） を生成する方法と、 ス ト ラ テジの設定方法、 および ECO エデ ィ タ機能について説明し ます。

20.1 書き込みデータ生成について

　 Lattice Diamond では、 以下の 3 種類の書き込みデータ を生成する こ と ができ ます。

Bitstream

プロ グ ラ マ （や旧 ispVM System） を使用し て、 ボード上で FPGA や外付けコ ンフ ィ グ メ モ リ にデー 
タ を書き込む際に使用する フ ァ イル

PROM data

ROM ラ イ タ を使用し て外付けコ ンフ ィ グ メ モ リ にデータ を書き込む際に使用する フ ァ イル

JEDEC

Programmer 等を使用し て、 ボード上で FPGA や内蔵コ ンフ ィ グ メ モ リ にデータ を書き込む際に使用
する フ ァ イル。 Lattice XP2 や MachXO シ リ ーズ と いったコ ンフ ィ グ メ モ リ 内蔵デバイ スの場合に使 
用するデータ フ ァ イル

　 フ ァ イルを生成する際は、 Lattice Diamond の左側に配置されている [Process] ウ イ ン ド ウの [Export Files]  
ツ リ ーで、 生成する フ ァ イルにチェ ッ ク を入れて [Export Files] プロセス を実行し ます （図 20-1）。

図 20-1. 書き込みデータ生成フ ァ イルの選択

　 *****----------------

• [PROM data] を生成する場合、 その過程でチェ ッ クが入っていな く て も [Bitstream File] が生成されま
す

　 *****-----------------
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20.2 書き込みデータ生成のス ト ラ テジ設定

20.2.1 ス ト ラ テジ設定ウ イ ン ド ウの起動

　 プロジェ ク ト ・ ナビゲータ左上に配置されている File List ウ イ ン ド ウに、 Project にイ ンポー ト されている 
ス ト ラ テジの一覧が表示されています （イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンで使用されるのは、 太字で表示されている
１ つだけです）。 この中から変更し たいス ト ラ テジ名をダブルク リ ッ クする と、 ス ト ラ テジ設定ウ イ ン ド ウが
開き ます。

　 ス ト ラ テジはプロセス ご と に表示されます。 書き込みデータ生成のス ト ラ テジ設定を行 う 場合は、 左側の
リ ス ト から [Bitstream] を選択し ます。

図 20-2. 書き込みデータ生成のス ト ラ テジ

20.2.2 ス ト ラ テジ設定項目の詳細

　 以下に各設定の詳細を説明し ます。なお、デバイ スによ り サポー ト される設定の内容が異な り ます （サポー
ト されない設定は表示されません）。

Chain Mode

パラ メ ータ : Bypass ／ Disable ／ Flowthrough 　 　 デフ ォル ト  : Disable

複数の FPGA を接続する コ ンフ ィ グ回路構成の場合、該当する FPGA のコ ンフ ィ グ完了後の動作モー
ド設定です。

[Bypass] は、 該当する FPGA に入力されたデータ を次段の FPGA へシ リ アルで伝送する構成 （図 20- 
3 （a）） の場合に選択し ます。

[Flowthrough] は、 コ ンフ ィ グデータ入力バス を複数の FPGA で共有する構成 （図 20-3 （b）） の場合  
選択し ます。

[Disable] は、 単独でコ ンフ ィ グを実行 （コ ンフ ィ グ メ モ リ と FPGA が 1 対 1） の場合に選択し ます。

　 *****-----------------

• コ ンフ ィ グモード の詳細については、 各フ ァ ミ リ のテ ク ニカル ノー ト で確認し て く ださい。

　 *****-----------------
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図 20-3. コ ンフ ィ グ回路例

（a） （b）

Create bit file

パラ メ ータ : True ／ False 　 　 デフ ォル ト  : True

Bitstream フ ァ イル生成の可否設定です。

Process ウ イ ン ド ウで [Bitstream File] にチェ ッ クが入っていて も、 このオプシ ョ ンが [False] に設定さ 
れている と、 Bitstream フ ァ イルが生成されません。 この場合は、 DRC （Design Rule Check） のみが実  
行されます。

No Headder

パラ メ ータ : True ／ False   デフ ォル ト 値 : False

生成する Bitstream フ ァ イルのヘッ ダ付加の可否設定です。

[False] （デフ ォル ト ） を選択し た場合は、 Bitstream フ ァ イルにヘッ ダ と し てデバイ ス名やフ ァ イル生
成日時等が付加されます。

[True] を選択し た場合は、 ヘッ ダが付加されません。

　 *****-----------------
• ヘッ ダ無しのフ ァ イルは Programmer （ispVM System） での書き込みに使用でき ません

• このオプシ ョ ンは Output Format オプシ ョ ンで出力フ ァ イル形式と し てバイナ リ を選択し た場合のみ
有効にな り ます。 ASCII 形式を選択し た場合は、 必ずヘッ ダが付加されます

　 *****-----------------

Output Format

パラ メ ータ : Bit File （Binary） ／ Mask and Readback File （Binary） ／ Mask and Readback File （ASCII） ／         
Row Bit File （ASCII）   デフ ォル ト 値 : Bit File （Binary）

生成する Bitstream フ ァ イルのフ ォーマ ッ ト 設定です。

[Bit File （Binary） ] はバイナ リ 形式の Bitstream フ ァ イルが、 [Row Bit File （ASCII） ] はテキス ト 形式   
の Bitstream フ ァ イルが生成されます。 どち ら も Programmer での書き込みに使用でき ます。 フ ァ イル
の拡張子は、 Binary 形式だ と *.bit、 ASCII 形式だ と *.rbt です。 書き込みデータ を生成する場合は [Bit
File （Binary） ] または [Row Bit File （ASCII） ] を選択し ます。

[Mask and Readback File （Binary） ] および [Mask and Readback File （ASCII） ] を選択し た場合は、Binary      
／ ASCII それぞれの形式でコ ンフ ィ グデータの読み出し／確認を行 う 際に使用される Readback フ ァ
イル と Mask フ ァ イルが出力されます。 これらのフ ァ イルはデータの書き込みには使用でき ません。
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PROM Data Output Format

パラ メ ータ : Intel Hex 32-bit ／ Motorola Hex 32-bit 　 　 デフ ォル ト 値 : Intel Hex 32-bit

生成する PROM データ フ ァ イルのフ ォーマ ッ ト 設定です。

選択し た形式で PROM 用のデータが生成されます。使用する ROM ラ イ タがサポー ト し ている形式を
選択し て く ださい。

Reset Config RAM in re-configuration

パラ メ ータ : True ／ False 　 　 デフ ォル ト 値 : True

コ ンフ ィ グレーシ ョ ン メ モ リ （FPGA 内の SRAM） の リ セ ッ ト に関する設定です。

[True] （デフ ォル ト ） を選択し た場合、 コ ンフ ィ グデータの書き込み前に一度コ ンフ ィ グレーシ ョ ン
メ モ リ が リ セ ッ ト されます。

[False] を選択し た場合、 コ ンフ ィ グレーシ ョ ン メ モ リ は リ セ ッ ト されず新しいデータが上書き され
ます。

Run DRC

パラ メ ータ : True ／ False 　 　 デフ ォル ト 値 : True

データ生成時の DRC 実行に関する設定です。

[True] （デフ ォル ト ） を選択し た場合、 データ生成前に DRC が実行されます。

[False] を選択し た場合、 DRC は実行されません。

Search Path

パラ メ ータ : フ ォルダパス 　 　 デフ ォル ト 値 : ブラ ン ク

コ ンフ ィ グデータ生成時に参照する [autoconfig フ ァ イル ] のパス設定です。

[autoconfig フ ァ イル ] は、 SERDES や IP コ ア等の内部設定が記述されたテキス ト フ ァ イルです。 デ
フ ォル ト ではイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ・ フ ォルダが参照されます。

パス を設定する際は、 以下のよ う に記述し ます。

　 -- Windows の場合  パスの区切 り が ; （セ ミ コ ロ ン）

　 Path1;Path2;Path3

　 -- Linux の場合 　 パスの区切 り が : （コ ロ ン）

　 Path1:Path2:Path3

Disable UES

パラ メ ータ : True ／ False 　 　 デフ ォル ト 値 : False

LatticeXP2 および XO フ ァ ミ リ の JEDEC 内に記載する UES （User Electronic Signature） に関する設定  
です。

[False] （デフ ォル ト ） を選択し た場合は、 JEDEC フ ァ イル内に UES が記載されます。

[True] を選択し た場合は、 JEDEC フ ァ イル内に UES が記載されません。

　 *****-----------------

• UES の値の設定は、 Spreadsheet View で行います。

　 *****-----------------
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20.3 書き込みデータ生成プロセスのレポー ト

20.3.1 レポー ト 出力フ ァ イル名

　 書き込みデータ生成プロセス実行時には、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ・ フ ォルダに html と テキス ト 形式のレ
ポー ト が出力されます。 内容はどち ら も同じです。

　 フ ァ イル名はそれぞれ以下のよ う にな り ます。

　 　 html 形式 : プロ ジェ ク ト 名 _ イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン名 _bgn.html 

　 　 テキス ト 形式 : プロ ジェ ク ト 名 _ イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン名 .bgn

　 Html 形式のレポー ト は、 Lattice Diamond の Report ウ イ ン ド ウで見る こ と ができ ます。

図 20-4. 書き込みデータ生成のレポー ト （一部）

20.3.2 レポー ト 内容の概要

　 書き込みデータ生成プロセスのレポー ト には、適用されたコ ンフ ィ グ関連のオプシ ョ ン設定内容や DRC の
結果等がレポー ト されます。

20.3.2.1 書き込みデータ生成プロセスの Error ／ Warning メ ッ セージ

　 本項では、 よ く 出る Warning/Error メ ッ セージの意味と対処方法について説明し ます。

※ メ ッ セージはデバイ ス フ ァ ミ リ によ って若干変わ り ます。

メ ッ セージ

WARNING - Can not find configure file: フ ァ イル名 . Use the default setting !

または

ERROR - Can not find the configure file < フ ァ イル名 >.

意味

コ ンフ ィ グデータ生成時に参照する [autoconfig フ ァ イル ] （SERDES や一部の IP コ アの設定内容が記
載されたテキス ト フ ァ イル） が見つから ない場合に出力される メ ッ セージです。

対策

autoconfig フ ァ イルを イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ・ フ ォルダにコ ピーするか、 ス ト ラ テジの Search Path 
オプシ ョ ンで、 フ ァ イルのあ る フ ォルダを指定し ます。
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20.4 ECO エデ ィ タ

20.4.1 ECO エデ ィ タの起動と概要

　 ECO （Engineering Change Order） エデ ィ タは、 論理合成や配置配線などのプロセスを再実行せずにネ ッ ト   
リ ス ト レベルでデザイ ンの修正を可能にする ツールです。 修正が可能な項目は以下に限られますが、 特に大
きなデザイ ンでは時間と作業効率の点で有用なツールです。

• I/O ポー ト の属性

• PLL の一部パラ メ ータ

• EBR 初期化

• 内部ノード のポー ト への引き出し

　 起動は図 20-5 内の赤枠で示すア イ コ ンか メ ニューバーで [Tools] => [ECO Editor] と辿 り ます。上記 リ ス ト     
し たア ク シ ョ ンご と にタブが用意されています。

図 20-5. ECO エデ ィ タの起動

20.4.2 ECO エデ ィ タによ る I/O 設定の変更

　 『sysIO Setting』 タブを選択し て編集し ます。 I/O タ イプは変更でき ませんがプル設定やド ラ イブ強度、 ス 
ルーレー ト 、 オープン ド レ イ ン設定、 ヒ ステ リ シスなどの基本属性が変え られます。

20.4.3 ECO エデ ィ タによ る PLL 設定の変更

　 デバイ スによ って異な り ますが、 『PLL Programming』 タブを選択し て編集し ます。 MachXO シ リ ーズでは 
図 20-6 のよ う なパラ メ ータが編集可能な表示になっています。

図 20-6. ECO エデ ィ タによ る MachXO2 の PLL 設定の変更
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20.4.4 ECO エデ ィ タによ るユーザ メ モ リ の初期化

　 デザイ ンで メ モ リ を用いている場合、 『Memory Initialization』 タブを選択し て編集でき ます。 （Lattice Mico8  
や Mico32 などの） 組み込みコ ン ト ローラ を実装し た場合に、 プロ グ ラ ム メ モ リ やデータ などを コ ンフ ィ グ
レーシ ョ ン時にロード し ます。

　 図 20-7 のよ う に意図する メ モ リ の ”EBR Components” 行や ”Memory File” 行のど こかをダブルク リ ッ クす   
る と、 図 20-8 の設定ウ ィ ン ド ウ ””Update Initial Memory” が立ち上が り ます。

図 20-7. メ モ リ 初期化のはじめ

図 20-8. ”Update Initial Memory” ウ ィ ン ド ウ

　 ”File Format” と し ては 3 種類が選択でき ます。 次いで、 ブラ ウ ズ し て初期化データ を保存する フ ァ イルを 
指定し て ”Memory File” セルを満た し ます。 指定フ ォーマ ッ ト が異なる場合や、 サイ ズが対象 メ モ リ と不整 
合の場合はエラーが通知されます。

これら行のどこかをダブルクリック
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20.4.5 ECO エデ ィ タによ る内部 ノード の引き出し

　 『Signal Probes』 タブを選択し て編集し ます。 EPIC エデ ィ タ を開いての編集作業をする こ と な く 、 簡便に内 
部ノード を外部ポー ト に引き出すこ と が可能です。 ただし、 引き出す対象に選択でき るのは未使用ピンのみ
です。 また引き出す配線を付加する こ と によ る、 当該ノードへのタ イ ミ ングの影響や引き出し信号自体の遅
延は問わないこ と を了解する必要があ り ます。

　 図 20-9 の例では 270 番の信号を引き出すため、 ”Available IO” セルを ク リ ッ ク し た と こ ろで、 候補と なる  
空き ピンが リ ス ト されますので、 この中から選択し ます。

図 20-9. ECO エデ ィ タによ る内部 ノ ード の引き出し

　 割 り 当てた後は、 左上のア イ コ ン を ク リ ッ ク し て編集内容を適用させ、 その後ア イ コ ン で DRC

を実行し ます。 コ ン ソールをチェ ッ ク し て DRC エラーがないこ と を確認し ます。

　 新たに割 り 当てたピンの属性は 20.4.2 項と同じ よ う に編集が可能です。 図 20-10 の例では引き出し たポー 
ト が最下段に追加されている様子です。

図 20-10. 追加された引き出しポー ト の表示

　 編集が全て完了し、 ECO エデ ィ タ終了時に図 20-11 左のよ う なポ ッ プア ッ プが表示されますので、 反映す 
る場合は [Save] を ク リ ッ ク し て抜けます。

引き出したピンの属性
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図 20-11. 終了時確認画面 （左） と Export Files 再実行 （右）

　 最後に書き込みフ ァ イル生成プロセス ” のみ ” を再実行し ます。 Export Files 行を選択し て右ク リ ッ ク後、 
Rerun を選択する、 または Export Files 行をダブルク リ ッ ク し ます。 この場合意図する出力フ ァ イルの行の 
チェ ッ ク ボ ッ ク ス を ク リ ッ ク し ておき ます。

20.5 改訂履歴

--- *** ---

Ver. Date page 内 　 容

3.1
May.30
2014

16-7...9
16.4 節 「ECO エデ ィ タ」 追加。 これに伴い章タ イ ト ルを 「書き込みデータ生
成と ECO エデ ィ タ」 に変更

3.3 Mar. 2015 -- 20 章に変更

20-7 メ モ リ 初期化項を追記

20-6...8 ECO エデ ィ タの画面ダンプを差し替え

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx.ncd?
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